
令和５年度 富山国際大学付属高校学校評価 

 

富山国際大学付属高等学校 

  (1) 確かな学力向上に向けた教員の指導力の向上 

具体的目標 

 

 

 

 

 

① 生徒に興味・関心を持たせ学習意欲を刺激し学力を向上させるよう、教材と授 

  業の工夫を行う。 

② 新学習指導要領にそった新たな教育を展開できるよう、教材の精選・シラバス 

の作成と進度の確認・授業の工夫・試験問題の検討などを行う。 

③ 校内外における研修を通して授業力を高める。 

④ ICT 教育を推進し、「21 世紀型学力」の涵養を図る。 

本年度の 

取組 

 

 

 

① 生徒が主体的に取り組める授業の計画・実施。 

② SDGs の観点をシラバスに取り入れ、それにもとづいた授業、授業内容の打合

せ、テスト問題や課題の検討がなされた。 

③ 「大学入学共通テスト」に向けた指導研究を各教科で実施。 

④ 全教科で iPad を使った授業の試みが多くなされた。 

成 果 

 

 

 

・ 新課程の求める、教えた（input）知識を言語活動（output）で定着させる授業 

方法が多く試みられ、「21世紀型学力」が涵養されつつある。 

・ iPad（第２の言語）の活用で、教員の「新しい教育観」に対する意識が徐々に

変化し、時代にあった教育方法を研究する意識が芽生えつつある。 

反省と課題 

 

 

 

・ 積極的に新規の教育法に取り組む教員も増えてきたが、まだその機運が全体に    

広がっているとまではいえない。 

・先進校の取り組みを積極的に研究し、学校全体で学力向上に向けた取り組みを 

継続していく必要がある。 

評価の観点 

と尺度 

① 生徒が主体的に取り組める授業計画  

② 教員の教科指導力 

③ 共通テストに向けた対策 

④ ICT を活用した「21 世紀型学力」の涵養 

（大変良い=４、良い=３、悪い=２、大変悪い=１） 

観点別 

自己評価と 

総合評価 

 

総合評価 ３．３ 

① ３．３ 観点別評価によって、知識、思考力、主体性のバランスのとれた指導を 

目指した。                                

② ３．２ 教員研修などの機会を設けて新たな効果的指導法の研鑽に努めた。   

③ ２．８ ドライブでデータを生徒と共有し、受験対策の充実を図った。     

④ ３．７ ICT の利用を促進しつつ、効果的な使用法の定着を促した。                                                 

評価委員会 

評価 

 

 

 

 以下の観点で４段階評価をお願いいたします。 個別評価 

①生徒が主体的に取り組める授業計画 

② 教員の教科指導力 

③ 共通テストに向けた対策 

④ ICT を活用した「21 世紀型学力」の涵養 

（大変良い=４、良い=３、悪い=２、大変悪い=１） 

① 3.1 

② 3.1 

③ 2.9 

④ 3.2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 

(2) 正しい職業観と明確な進路意識の育成 

具体的目標 

 

 

 

 

 

① 保護者・卒業生や上級学校から講師を招き、進路意識を育む。 

② 様々な分野から講師をまねき「国際理解講座」を開催し、豊かな世界観・社会  

観を育成する。 

③ 自らの進路を主体的に切り開く能力を涵養できるよう、新たなプログラムを研 

  究開発する。 

④ 3年間を通した探究活動を充実させる。 

本年度の 

取り組み 

 

 

 

 

① キャリア教育の一環として「進路探究の日」｢小論文プログラム｣｢読書活動｣「学

校説明会」「上級学校見学会」「体験入学」「職場見学会」「高大連携授業」な

どを実施。 

② 各界から講師を招き、（令和 5年度は）10回の国際理解講座を実施。 

③ 学校行事と学習活動を結び付ける新たなプログラムを研究。 

④ 探究活動と入試結果を結びつける体制の研究。 

成 果 

 

 

・「21 世紀型学力」を伸ばす様々な教育機会を提供した。 

・ 学校全体で進路指導にあたり、成果を出すことができた。 

・ 探究活動と入試結果を結びつけることができた。 

反省と課題 

 

 

 

 

・ 総合型選抜や学校推薦型選抜入試を受験する生徒の割合が高いため、その指導 

に対応できるよう、より一層の指導力の向上が必要である。 

・ 充実した内容の「国際理解講座」が展開されているが、その成果を生徒全体に

拡げる工夫が必要である。 

・「21 世紀型学力」を養うための 3 年間を見据えた早期の進路指導の計画・立案

についてはまだ開発途上である。 

評価の観点 

と尺度 

 

 

① 進路関係行事の内容 

② 国際理解講座の内容 

③ 行事とカリキュラムの連携の進捗 

④ 進学実績 

（大変良い=４、良い=３、悪い=２、大変悪い=１） 

観点別 

自己評価と 

総合評価 

 

総合評価 ３．２ 

① ３．４ 年内入試を見据えた３年間の指導シラバスを策定した。        

② ３．４ 多様な講師によるさまざまな講演会を実施した。           

③ ２．８ 生徒の成長への相乗効果を意識し、授業と行事との連携を図った。   

④ ３. 1 自己実現に向け、計画的に実績を積めるようサポートに努めた。    

評価委員会 

評価 

 

 

 

 以下の観点で４段階評価をお願いいたします。 個別評価 

① 進路関係行事の内容 

② 国際理解講座の内容 

③ 行事とカリキュラムの連携の進捗 

④ 進学実績 

（大変良い=４、良い=３、悪い=２、大変悪い=１） 

① 3.3 

② 3.3 

③ 3.1 

④ 3.2 

 
 
 
 
 



 
 
 
 

(3) 心豊かな人間性の育成 

具体的目標 

 

 

 

① 地球市民として円滑な人間関係を築き、生きる力を涵養する。 

② 社会の一員としての規範意識の向上を図る。 

③ 学習活動、学校行事、部活動に主体的に取り組める生徒を育てる。 

④ 国際性を重視した教育を行う。 

本年度の 

取組内容 

 

 

 

 

① SDGs 説明パネル（17ゴール 169ターゲット）をクラス・廊下に掲示した。 

② 生徒会・ユネスコ部が中心となって、SDGs マインドを全校に広める工夫をし

た。 

③ 生徒と学級委員が主体的に学校行事に取り組む工夫をしている。さらに取組 

んだ内容を全校生徒に発信し、「見える化」している。           

④国際交流ではアメリカ・韓国研修を再開し、外務省所管の“JENESY2023”に 

15 名の生徒が参加した。 

成 果 

 

 

 

・ SDGs の理念についての理解が進んでいる。 

・ 社会の一員としての生徒の規範意識が高まりつつある。 

・ 自ら設定した研究テーマに対して、主体的に取り組む姿勢が養われている。 

・ 違いをそのまま受け入れるという素晴らしい能力が育ちつつある。 

反省と課題 

 

 

・ 各種行事・活動を生徒主導で取り組めるまでには至っていない。 

・ 規範意識を高めることに主体をおいた指導を進めていく必要がある。 

・ 国際化・多様化の中で、教員の意識が追いつかない事例がある。 

評価の観点 

と尺度 

 

 

① 他を受けいれようとする寛容性の涵養 

② 社会の一員としての規範意識の醸成 

③ 生徒の自主性と行事の運営度 

④ 国際交流の充実 

（大変良い=４、良い=３、悪い=２、大変悪い=１） 

観点別 

自己評価と 

総合評価 

 

 

総合評価 ３．２ 

① ３．０ 国籍を問わず、地球市民として各々を尊重する態度を育てた。     

② ２．６ 集団の一員としての自覚を持たせ、協調性の大切さを訴えた。      

③ ３．１ 生徒が主体となる学校づくりをすすめるためのサポートを心がけた。  

④ ３．９ 姉妹校との相互交流をはじめとする多くの国際交流を実施した。    

評価委員会 

評価 

 

 

 

以下の観点で４段階評価をお願いいたします。 個別評価 

① 他を受け入れようとする寛容性の涵養 

② 社会の一員としての規範意識の醸成 

③ 生徒の自主性と行事の運営度 

④ 国際交流の充実 

（大変良い=４、良い=３、悪い=２、大変悪い=１） 

① 3.2 

② 3.1 

③ 3.1 

④ 3.4 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



(4) 教育環境の充実 

具体的目標 

 

 

 

 

① 体育施設のさらなる充実を図る。 

② ICT 教育推進のための情報環境の増強を図る。 

③ 自学自習用の教室を整備し、面接用の個室を増やす。 

④ 文化芸術を通して、豊かな感性や想像力を養う。 

⑤ 「21 世紀型学力」の養成を目指し、“新聞”を活用する。 

本年度の 

取組内容 

 

 

 

 

① 体育館の換気扇・自動手洗い場の整備・維持。 

② テニスコート、ピロティの人工芝の整備・維持。 

③ 各教室のプロジェクターの交換・改修。 

④ 絵画など芸術作品の追加と、やすらぎスペースの整備。 

⑤ 「新聞大学への入口」コーナーと「新聞大学への入口」コーナーANNEX を設

置。北日本新聞、富山新聞、読売新聞、朝日新聞、日本経済新聞、Japan News… 

成果 

 

 

 

 

① 体育館の換気扇・自動手洗い場により、熱中症への対策ができた。 

② テニスコート、ピロティの人工芝により運動面での安全が確保できた。 

③ プロジェクターとホワイトボードを有効活用することで授業が効率化できた。 

④ 校内展示の芸術作品を増やすことで、文化を楽しむ感性が養われた。 

⑤ 新聞を探究活動に活用する姿勢が高まるとともに、新聞に親しむ生徒も徐々に

増えつつある。 

反省と課題 

 

 

 

・ 部活動の利用状況に比して活動場所の確保が十分とはいえない。 

・ 最先端の ICT 環境構築のため、常に設備を更新し続けていく必要がある。 

・ 面談室の数が限られている中、より効果的な指導を心がける必要がある。 

・ 教員が新聞をより積極的に指導に活用しようという姿勢が求められる。 

評価の観点 

と尺度 

 

 

 

① 生徒数に対応した体育施設の整備 

② ICT 環境の整備 

③ 学習室・面談室の有効利用・整備 

④ 芸術作品追加とやすらぎスペースの整備 

⑤ 年間購読している新聞の有効活用 

（大変良い=４、良い=３、悪い=２、大変悪い=１） 

観点別 

自己評価と 

総合評価 

 

 

 

総合評価 ３．２ 

① ２．６ 生徒数に対して手狭なため、短大体育館を借りて授業している。    

② ３．７ 十分な環境が整っているが、常に機器の更新が必要となる。      

③ ３．１ 教室数は慢性的に不足しているが、なんとかやりくりしている。    

④ ３．４ 生徒の創造性や発想力を養う作品が適所に展示されている。      

⑤ ３．４ ネットだけでは不足する情報に手軽に触れる機会が増えた。      

評価委員会 

評価 

      

      

      

 

 以下の観点で４段階評価をお願いいたします。 個別評価 

① 生徒数に対応した体育施設の整備 

② ICT 環境の整備 

③ 学習室・面談室の有効利用・整備 

④ 芸術作品追加とやすらぎスペースの整備 

⑤ 年間購読している新聞の有効活用 

（大変良い=４、良い=３、悪い=２、大変悪い=１） 

① 3.0 

② 3.2 

③ 3.3 

④ 3.1 

⑤ 3.2 



【評価に寄せられたコメント】 

(1) 確かな学力向上に向けた教員の指導力の向上  

・教科や教員によって iPad の活用にばらつきがある。 

・ICT に関して〝県立高校と比較すれば〟の観点がないことを願います。他校とは無関係に、独自の路線で育ててこ

られた高校だと思うので。 

・生徒自身が〝自分のため〟に学習に前向きに取り組める意識を早く持てることは理想です。様々な場面・方向から

アプローチされる中で自然にそうなってくれたら有り難い。すべては環境だと思う。 

・実際に共通テストを受け、レベルの高い国公立を目指す子どもには厳しい環境かなと思いました。国公立のみ目指

す子どもたちの別のクラスでの補習や課題などがあると、もっと伸びる子が増え、特進クラスのレベルアップにつ

ながるのかなと思います。特進内でのクラス分けもあったらいいのでは。 

(2) 正しい職業観と明確な進路意識の育成 

・様々な方面からの講師や経験者を呼んでいただいての授業はとても興味深く、たくさん話を聞いてほしいと思いま

す。進路や人生に関わってくるでしょうし、もしも時間とお金があるなら学校ではそのような部分に活用していた

だけたら嬉しいです。 

・卒業生の方たちから、進路（国公立・私立大学）については、塾の先生や家庭教師などに聞いた方がわかりやすく

理解できる、という声を多く聞きます。進路アドバイスをしてくれる外部の方を呼んだりすると親としてうれしい

です。希望者のみでもいいと思います。費用は実費になると思いますが。 

・文化発表会から SDGs 除外する理由が明確に示されたのかが疑問です。そのような観点を外してしまうと、ただの

「お祭り騒ぎ」的な行事になりかねないと思います。 

・メディアテクノロジー部の活動と成果（進学実績を含む）は特に素晴らしいと思います。学校の「ひとつの顔」と

していかれても良いと思います。 

(3) 心豊かな人間性の育成 

・SDGs への理取り組み、国際化に力を入れている学校だという意識が子どもたちの中にあることがとても良いことだ

と思います。私立ならではという取り組みが子どもたちに興味を引きつけているのでは…、とも思いました。 

・SDGs については、まだ浸透するまでに至らない部分は個人・家庭において様々でしょうが、まずは知ることからだ

と思います。 

・海外研修はとても良い取り組みですが、旅費が高い。旅行代理店数社の見積もりコンペにして、安くする努力をし

てほしいと思います。 

・学生の時しか無条件に与えられて情報を得ることはできなくなってきますので、世の中の動きをこの期間に多く知

ることが大切だと思います。 

・富山駅－国際高校の地鉄バスの昇降マナーが悪いと聞いています。列を守らず（横入り）、前に乗り出してバスを

止めるなど社会の一員としてあってはならないことだと思います。 

(4) 教育環境の充実 

・新聞には新聞の良さがあります。 

・新聞をいつでも読むことができる環境はとても良いことですが、有効に活用する点では、今の高校生多数はピンと

こないのでは。新聞を読むメリットが伝わればいいと思いました。 

・今はネット時代ですが、〝活字〟や〝地元の情報元〟として、新聞を推奨されるのはとても良いと思いました。お

かしな記事に惑わされることもなく、純粋に知りたい内容に触れられます。新聞の活用、大切さを知ってもらいた

いです。 


